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  月主題聖句 

『主はわたしの光、わたしの救い 

 わたしは誰を恐れよう』 

              詩編２７章１節 

                          

片瀬教会牧師 柴   適 

暖かかったり、寒かったりと３月になるのに天候不順の毎日です。２月１７日、はと組さんの思

いで遠足があり、箱根登山鉄道の入生田駅の近くにある『神奈川県立生命の星・地球博物館』見

学にご一緒させていただきました。園児たちが目を輝かせて見学している姿がとても印象的でし

た。駅までの線路の両側には河津桜が満開でした。春がすぐ近くまで来ています。この天候不順

もお子様が心身共に成長するための神様のプレゼントと思う時、寒さに負けず元気に園庭で過ご

している姿が、一段と逞しく輝いて神様に愛され守られていることを実感します。神様は、昨日

も今日も私達を大切にして下さっていることに感謝したいと思います。さて、月の月主題は『希

望』です。私達は、無限の希望と喜びの中に毎日を過ごし、どんな困難があっても神様は私達を

必ず守り、助け救ってくださると信じて歩みなさいと語りかけています。 

今月の聖書は、今から約３０００年前のイスラエルの第二代目の王『ダビデ』の祈りの言葉です。

ダビデとは『愛する者、司令官、将軍』などの意味があります。王になる前、第一代目の王『サウ

ル』に追われて、山に逃げる時に神様に祈った言葉です。それは、神様はどこにいられるかわか

らない。私が、悩み苦しんでいる時、私の祈りに応えてくださる、神様の耳に必ず届くと信じて
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いる。それは、神様自ら『私を尋ね求めなさい』と言われるから、私は心から尋ねます。『元気と

勇気を出しなさい』と言われるから、神様の姿は見えないけれども、私の声は必ず神様に届いて

いるからと祈ったのです。それによりダビデは助けられました。ローマの信徒への手紙５章３節

～５節に『そればかりでなく、苦難をも誇りとします。わたしたちは知っているのです。苦難は

忍耐を、苦難は練達を、練達は希望を生むということを。希望は失望に終わることはない』とあ

ります。神様に希望を託すとき、それは決して無駄にならず必ず益になると教えます。日々、希

望に生きる人生を歩みたいものです。 

今『アクティブ・ラーニング』と言う言葉が教育界で言われています。アメリカの大学から始ま

った教育方法ですが、この方法とは教員からの一方向的な知識を覚えるのではなく、学生たちが

主体的に参加、仲間と深く考えながら課題を解決する力を養う目的の方法です。「思考を活性化す

る」学習形態を指します。文科省も指導要綱にこれを入れるそうです。既に学校によっては、こ

の方法で学習をしているそうです。２月７日に各クラスの劇の発表会がありました。教師の皆様

が、園児達と実際にやってみて考える、意見を出し合って考える、わかりやすく意見をまとめて

劇にしたようでした。園児達にとって「考えたい！」「知りたい！」「やってみたい！」「伝えたい！」

いった主体的な思いを劇にして、それぞれのタラントに応じて相応しく楽しく元気に表現されて

いたことは、まさにこれからの教育の中心的学習方法『アクティブ・ラーニング』を幼稚園時代

からされていることを教えていただきました。知的学習を中心に保育している幼稚園もあります

が、知的学習のみならず、園児達の能力を様々な場、時を通して具体的に引き出していく保育こ

そ、これからのお子様の成長に相応しいものであると確信しています。卒園され新しい旅立に出

られるはと組の皆様、それぞれ進級される皆様、神様はいつもどんな時にも一緒だよ、悲しいこ

とや辛いことがあっても、神様は皆様を守ってくださいます。皆さんが大きくなっても先生達は

皆さんの事お祈りしています。いつまでも元気で明るく神様から愛され、人を愛せるお友達でい

てください。保護者の皆様、今までのようにこれからものぞみ幼稚園にとっていなくてはならな

い大切な保護者でいてください。お子様をのぞみ幼稚園に送ってくださいますこと心から感謝い

たします。 

さて、人生には出会いがあり、別れがあると言われます。食べ物には必ず『賞味期限』がありま

す。私達の『招身期限』は２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日となっています。それ以

上いますと腐ってきて、悪い影響を与えるものになってしまいます。今月が最後の月になります

が、あっという間の一年でした。私は、人間の価値は、どれだけ他者に役立つことが出来たかだ

と常々思っています。少しでも皆様に役立った一年でありましたら嬉しく思います。温かくお子

様や保護者の皆様に迎えていただき、来る度に楽しく関わりが持てましたこと本当に感謝いたし

ます。素敵な教師の皆様と共に保育に携わらせていただけたこと一生の思い出となり、心の宝物

を頂きました。 

２０１７年度、新しい牧師先生と共にのぞみ幼稚園が片瀬の地にあって燦然と輝き、又お子様と

保護者の皆様とご家族の上に神様の祝福と恵みが永遠に豊かに注がれますようお祈りしています。 

 


